
お名前 ご連絡先（緊急時） お住いのエリア（〇つけ）

藤沢市 市外

藤沢市 市外

藤沢市 市外

参加申込書 （ファクス） 045-349-5804

公益社団法人フードバンクかながわ

〒236-0051 横浜市金沢区富岡東2-4-45
TEL 045-349-5803  FAX045-349-5804 mail:   info@fb-kanagawa.com

藤沢に
フードバンクをつくろう

藤沢駅北口徒歩3分

主催：公益社団法人フードバンクかながわ 後援：藤沢市・藤沢市社会福祉協議会
共催：公益財団法人かながわ生き活き市民基金
協賛：藤沢市民活動推進機構・JAさがみ・（社福）いきいき福祉会・湘南生活クラブ

ふじさわ福祉NPO法人連絡会

2020年4月25日（土）

12:40-15:30
受付開始 12:15

藤沢商工会館ミナパーク６階
多目的ホール２ 定員80名先着

●フードバンクってなに？ フードバンクかながわ
●フードバンクを使ってみよう～藤沢市内の食支援活動～

藤沢市社協・子ども食堂などの事例紹介
●藤沢にフードバンクを作ろう

フード-バンク活動紹介
相模原市、横浜市、JAさがみの事例紹介

藤沢市民からの提案

申し込み方法
①電話 045-349-5803
②ファクス 045-349-5804
③メール ホームページから

Kanagawa
Food Bank 

参加費
無料

日時

場所

プログラム（予定）



食と地域をつなぐフードバンクを藤沢に作ろう

地域のフードバンクは、毛細血管のように藤沢市の各地域をまわり、情報を得て、
藤沢市の消費されない食と必要な食をマッチングします。
パン、お弁当、野菜などを扱えるのは、地域のフードバンクならでは。
子ども食堂などへの食品提供にも力を発揮できます。
地域のフードバンクには、フードバンクかながわからお米など常温食品を提供します。
近隣では平塚市・小田原市・大和市などには地域のフードバンクがありますが、藤
沢市にはまだ活動がありません。

藤沢エリアのフードバンクが欲しい。

一方で、食べられるのに廃棄される食品ロスも増加。
日本の食品ロスは643万トン、ひとり毎日ご飯一杯分を捨て
ています。
例えば、横浜市の食品ロスは10万トン、廃棄食品焼却費用
は26円/トンで年間260万円かかっています。

「もったいない」を「分かち合い・ありがとう」に変えるフードバンク
の活動が立ち上がりました。

４ 2018年フードバンクかながわが設立し、
県域で年間80トンの寄贈・提供を行っています。

フードバンクかながわは、県下の12の非営利団体がが立ち上げたフードバンクです。企業・生
協・市民から食品の寄贈を受け、行政・社協・施設・団体を通して必要な人への食支援を行っ
ています。藤沢市の社協・子ども食堂へも食品を提供しています。地域にあるフードバンクにも
食品を提供し連携しています。

藤沢にもある子どもの貧困・・
2018年の藤沢市の調査では中学生の就学援助率は約20％5人に一人 が支援を必要としています。
そして「困窮層の4割超、ひとり親家庭の2割の家庭が、家族が必要とする食料を変えない経験が 「よくあった」「ときどきあっ
た」と回答」（藤沢市こども調査）しています。

藤沢市のデータ 2020年2月
人口 436,043人
世帯数 191,165帯
高齢者人口 106,438人

高齢化率 24.41％
生活保護受給率 12.6‰（2017年）
児童扶養手当受給世帯 2,426世帯

相対的貧困が拡がってい
ます。
日本の相対的貧困率は約
15.6％、7人に一人の子どもが
相対的な貧困状態にあります。
子どもがいる現役世帯のうち大
人が一人の貧困率は58.7％
OECD諸国加盟国中最下位
です。相対的貧困は特別な人
のことではありません。
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藤沢エリアの
フードバンク

フードバンク
かながわ

地域で活動するフードバンク（連携団体）
フードバンクかわさき（川崎市）
ワンエイド（座間市）
お福分けの会（横浜市瀬谷区）
フードバンク横浜（横浜市）
神奈川フードバンクプラス（横須賀市・横浜市）
フードコミュニティ（相模原市）
さくらの森・親子サポートネット（大和市）
フードバンクひらつか（平塚市）
サテラ（相模原市）
たすけあい（小田原市）
食支援ネットかながわ（横浜市）
報徳食品支援センター（小田原市）

５ フードバンクに寄せられたありがとうの声
💛お米を頂けるようになってから、炊飯器の中にご飯がある状態になりました。子どもはそれがうれしくて、しょっ
ちゅう炊飯器を開けて確認しています。子どもの笑顔も見れるようになりました。ありがとうございました。
💛子どもに朝ご飯を食べさせることができるようになりました。それまでは朝は食べずに、給食まで我慢していま
した。ありがとうございました。


